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皆
様
に
支
え
ら
れ
て
今
回
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
特
集

は
昨
年
よ
り
引
き
続
き
「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
展
パ
ー
ト
2
」
と
題
し
、
地

元
羽
村
所
縁
・
在
住
の
芸
術
家
の
皆
様
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
致
し
ま
す
。

彼
岸
の
お
参
り
に
あ
わ
せ
て
、、
我
々
の
住
ん
で
い
る
地
元
の
町
で
活
動
し

て
い
る
芸
術
家
の
お
力
を
直
接
体
感
し
て
下
さ
い
。

第
22
回  
春
の
文
化
展

3
月
20
日（
金
・
祝
）〜
22
日（
日
）

○
春
の
彼
岸
早
朝
坐
禅
会
。
十
七
日
〜
二
十
三
ま
で
。
朝
六
時
〜
七
時
で
す
。

　
清
々
し
い
朝
の
空
気
を
全
身
で
感
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

○
彼
岸
前
に
護
持
会
・
薬
師
講
の
方
々
が
境
内
・
墓
地
の
お
掃
除
を
し
て
下
さ
い

　
ま
す
。
皆
様
も
お
仏
壇
と
お
墓
の
掃
除
を
忘
れ
ず
に
。

書道・絵画・造形・写真・折り紙・俳句・編み物
尺八・篆刻・水墨画・山野草・陶芸・木彫等
フラワーアレンジメント・押し花・切り絵

展
示

10
時
〜
16
時（
最
終
日
15
時
ま
で
）

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

◆
施
茶
　
展
示
会
期
間
中
、
会
場
内
に
て
お
抹
茶
を
い
た
だ
け
ま
す
。

　
四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
す
。
お
釈

迦
様
と
の
ご
縁
を
祝
し
て
花
ま
つ
り
法
要
・
花
供

養
・
花
展
を
執
り
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
山
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

釈
尊
誕
生
日
花
祭
り
と

　
　
　
　
　
　
花
展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◆
花
ま
つ
り
・
花
展

花
ま
つ
り

花
ま
つ
り

※

七
日
は
午
後
か
ら
観
覧
と
な
り
ま
す
。

◆
花
ま
つ
り
法
要

●
四
月
八
日（
水
） 

十
三
時
よ
り

●
参
加
費
　
無  

料

◆
花
供
養

来
山
の
皆
様
が
お
釈
迦
様
に
一
本
ず
つ
お
花

を
供
え
ま
す
。

●
四
月
七
日（
火
）〜
九
日（
木
）

●
観
覧
　
九
時
〜
十
五
時
　
三
日
間
開
催

活
花
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
般
若
心
経
唱
和
　

み
ん
な
で
御
詠
歌
唱
和

花
ま
つ
り
法
話

生
田
流
筝
と
尺
八
の
演
奏

草
月
流
上
原
瑞
光
先
生
の
花
活
込
み
実
演

期
間
中「
甘
茶
」を
用
意
し
て
い
ま
す
。

木
工
芸
／
五
十
嵐
誠
氏
・
仏
画
／
林
潤
子
氏
　
岡
田
義
明
氏

モ
ザ
イ
ク
／
岡
田
七
歩
美
氏
　
宮
川
雄
介
氏
　

写
真
／
菊
田
明
理
氏
・
禅
画
／
や
嶋
カ
ズ
ヒ
ロ
氏

漆
絵
／
並
木
恒
延
氏

は
む
ら・ア
ー
ト
展

は
む
ら・ア
ー
ト
展

パ
ー
ト
2

パ
ー
ト
2

特
別
展
示

四
月
七
日（
火
）〜
九
日（
木
）
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二
月
三
日
の
月
曜
日
に
例
年
通
り
節
分
豆
ま

き
会
を
行
い
ま
し
た
。
薬
師
堂
に
て
一
年
の
安

泰
祈
願
の
法
要
を
執
り
行
い
、
か
っ
ぽ
れ
の
奉

納
演
舞
の
後
、
豆
ま
き
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

節
分
の
豆
は
魔
を
滅
す
る
か
ら
き
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
豆
ま
き
は
厳
し
い
冬
が
終
わ

っ
て
新
し
い
春
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
邪
気

祓
い
の
儀
式
と
な
り
ま
す
。

　

宗
禅
寺
の
豆
ま
き
で
は
、
ご
来
山
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
お
子
様
方
に
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
、
舞
台
の
上
か
ら
豆
を
ま
い
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
檀
信
徒
以
外
の
皆
様
も
大
歓
迎
致

し
ま
す
。
毎
年
二
月
三
日
の
十
六
時
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
一
度
遊
び
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。
全
員
に
お
土
産
も
あ
り

ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

みんなでにぎやかに豆まき

客殿での歳取りの宴

節
分
豆
ま
き
会

節
分
豆
ま
き
会

　

俳
優
坂
本
長
利
さ
ん
の
独
演
劇
で
あ
る
「
土
佐
源

氏
」
公
演
を
昨
年
に
引
き
続
き
宗
禅
寺
で
行
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
山
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

【
日
取
り
】　
六
月
七
日
（
日
）

【
時　
間
】　
開
場 

十
三
時
半　
　

開
演 

十
四
時

【
観
劇
料
】　
お
一
人
様
千
円

　
　
　
　
　
　

※
観
劇
料
は
当
日
お
納
め
下
さ
い

【
定　
員
】　
百
五
十
名

【
お
申
し
込
み
】　
事
前
申
し
込
み
制

【
申
し
込
み
受
付
期
間
】 

令
和
二
年
四
月
八
日
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
締
め
切
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

【
申
し
込
み
方
法
】

　

１ 

お
電
話　
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　

 

電　

話　

０
４
２
―
５
５
４
―
１
２
７
６

　
　

 

F
A
X　

０
４
２
―
５
７
８
―
３
５
２
５

　

２ 

宗
禅
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ
か
ら

　
３ 

直
接
お
寺
で
お
申
し
込
み

　

※
い
ず
れ
の
方
法
も

　
　

①
お
名
前　

②
お
電
話
番
号

　
　

を
忘
れ
ず
に
正
確
に
お
伝
え
下
さ
い
。

「
土
佐
源
氏
」
公
演

　
　
　今
年
も
開
催
致
し
ま
す
。

「
土
佐
源
氏
」
公
演

　
　
　今
年
も
開
催
致
し
ま
す
。
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江戸時代から伝わる涅槃図です。

大と小のハープが並んでいます。

　

毎
月
一
回
、
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
月
十
五
日
が
仏
教
の
開
祖
、
お
釈
迦
様
の
ご

命
日
と
い
う
こ
と
で
、
二
月
八
日
の
土
曜
日
の

土
曜
講
座
は
宗
禅
寺
涅
槃
会
と
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

長
野
県
の
長
谷
寺
の
奥
様
、
岡
澤
恭
子
先
生

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
釈
迦
様
の
涅
槃
図
の

絵
解
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

涅
槃
図
と
い
う
の
は
、
お
釈
迦
様
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
絵
画
で
し
め
し

て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
枚
の
涅
槃
図
の
中
に

託
さ
れ
て
い
る
様
々
な
物
語
を
情
緒
豊
か
に
お

話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
涅
槃
図
に
は
投
薬

と
い
う
言
葉
の
由
来
、
一
番
弟
子
阿
難
尊
者
の

泣
き
崩
れ
る
御
姿
、
動
物
た
ち
の
悲
し
む
御
姿

な
ど
、
様
々
な
情
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
託
さ
れ
た
物
語
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
話
し
の
後
に
は
、
檀
信
徒
・
太
田

宗
禅
寺
・
涅
槃
会

土
曜
講
座

（
ね
は
ん
え
）

博
子
様
に
よ
る
ハ
ー
プ
の
生
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。
お
寺
の
本
堂
で
の
演
奏
は
、
と
て
も
間

近
に
楽
器
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
来
年
も
二
月
十
三
日
に
行

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

　

土
曜
講
座
は
毎
月
一
回
、
和
正
住
職
の
仏
教

講
座
、
地
元
の
方
や
お
客
様
を
招
い
て
の
勉
強

会
で
す
。
檀
家
さ
ん
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

参
加
出
来
ま
す
。
お
い
で
下
さ
い
。

江
尻
南
美
さ
ん

    

七
夕
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

羽
村
の
清
流
地
区
ご
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
江
尻
南
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を

開
催
致
し
ま
す
。
日
頃
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
江
尻
さ
ん
で
す
が
、

故
郷
羽
村
に
お
い
て
も
定
期
的
に
演
奏
会

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
奏
さ
れ
る
お
姿
を
ホ
ー
ル
よ
り
も
間

近
に
音
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と

な
り
ま
す
。

◆
江
尻
南
美
さ
ん
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
取
り
】
七
月
七
日（
火
）
午
後
予
定

※
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご

　

連
絡
致
し
ま
す
。



そ う ぜ ん じ 便 り （４）

　

今
こ
こ
に
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
満
州
で
戦
死

し
た
羽
村
出
身
の
橋
本
市
平
が
送
っ
て
き
た
軍
事

郵
便
が
あ
り
ま
す
。
軍
事
郵
便
は
、
兵
士
が
銃
後

の
人
々
に
戦
地
か
ら
発
信
し
た
手
紙
や
そ
の
逆
に

故
国
か
ら
戦
地
に
い
る
兵
士
に
宛
て
た
手
紙
や
は

が
き
の
こ
と
で
す
。

　

日
露
戦
争
は
、
韓
国
（
朝
鮮
）
と
満
州
（
中
国

東
北
地
方
）
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
帝
政

ロ
シ
ア
と
の
戦
争
で
す
。
明
治
三
七（
一
九
〇
四
）

二
月
八
日
に
は
じ
ま
り
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇

五
）
九
月
に
終
結
し
ま
し
た
。

　

明
治
三
七
年
八
月
、
遼
陽
を
占
領
す
る
た
め
に
、

日
本
軍
は
一
三
万
を
結
集
し
、
連
続
一
週
間
の
激

闘
の
の
ち
ロ
シ
ア
軍
を
撤
退
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

戦
闘
で
は
、
日
本
軍
の
死
傷
者
は
二
万
三
五
〇
〇

名
に
達
し
、
そ
の
結
果
現
役
兵
の
大
量
喪
失
を
も

た
ら
し
、
明
治
政
府
は
徴
兵
令
を
改
訂
し
、
服
役

年
数
を
五
年
延
長
し
た
の
で
す
。

　

同
年
一
〇
月
に
遼
陽
北
方
で
行
わ
れ
た
沙
河
会

戦
で
は
、
兵
力
と
弾
薬
不
足
に
よ
り
、
日
本
軍
は

玉
砕
覚
悟
の
白
兵
戦
と
な
り
、
か
ろ
う
じ
て
勝
利

し
ま
し
た
。
兵
器
や
弾
丸
の
不
足
は
精
神
力
で
補

え
、そ
う
す
れ
ば
勝
て
る
と
い
う
皮
肉
な
「
神
話
」

が
語
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
激
し
い
肉

弾
戦
と
な
っ
た
二
〇
三
高
地
の
戦
い
を
経
て
、
旅

順
を
陥
落
さ
せ
ま
し
た
。

　

明
治
三
八
年
二
月
、
奉
天
会
戦
の
戦
闘
が
開
始

さ
れ
、
三
月
日
本
軍
は
奉
天
を
占
領
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
日
本
軍
は
、
日
露
戦
争
中
、
最
大
の
兵

力
で
戦
い
、
死
傷
者
は
七
万
と
あ
ま
り
に
も
多
く

の
犠
牲
者
を
だ
し
た
の
で
す
。

　

橋
本
市
平
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
四

月
生
ま
れ
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
二
月

に
徴
兵
さ
れ
、
近
衛
砲
兵
連
隊
に
入
営
し
ま
す
。

日
露
戦
争
で
は
、
明
治
三
七
年
三
月
に
満
州
へ
出

征
し
、
同
年
一
二
月
に
独
立
野
戦
砲
兵
大
隊
に
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
三
八
年
二
月
奉
天
会
戦
が

開
始
さ
れ
、
翌
三
月
に
戦
死
し
し
ま
し
た
。

　

橋
本
の
軍
事
郵
便
は
、
明
治
三
八
年
二
月
二一日

付
西
多
摩
村
役
場
宛
の
書
簡
で
す
。
こ
の
手
紙
に
は
、

三
名
の
友
人
が
戦
死
し
た
こ
と
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、

友
と
は
同
じ
羽
村
で
生
ま
れ
、
同
じ
空
気
を
吸
い

成
長
し
こ
と
。
学
校
で
と
も
に
学
び
、
成
人
し
て
か

ら
は
一
緒
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
同
じ
職
場
で
苦

楽
を
と
も
に
し
て
き
た
。
だ
か
ら
彼
ら
の
性
格
も
よ

く
知
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
「
厳
粛
な
る
軍
紀
と
秩
序

と
を
い
じ
せ
ら
れ
、
決
死
報
国
を
も
っ
て
帝
国
軍
人

た
る
本
分
を
全
せ
ら
れ
」
た
。
し
か
し
、
自
分
は

名
誉
な
る
友
の
死
を
前
に
、
大
声
を
あ
げ
て
泣
か

ざ
る
を
得
な
い
と
い
い
、
次
の
一
句
を
謳
って
い
ま
す
。

　
ち
る
花
や
　
散
ら
ざ
る
花
も
　
倶
の
雨

（「
倶
の
雨
」
は
原
文
の
ま
ま
で
す
が
、
言
葉
の
意

味
が
不
明
で
す
。
こ
こ
で
は
、
砲
弾
の
雨
と
解
釈
し

ま
し
た
。）

　

次
に
、
悲
し
み
に
泣
く
よ
う
な
情
け
な
い
自
分

で
は
あ
る
が
、「
一
歩
を
進
め
て
思
考
す
る
と
諸

士
は
よ
し
や
は
て
ら
れ
し
と
雖
も
以
て
満
足
の
自

信
を
有
せ
ら
れ
る
べ
く
」（
中
略
）「
男
児
生
ま
れ

て
武
士
と
な
り
武
士
国
ニ
殉
す
誠
に
盛
な
ら
ず

や
」
と
述
べ
、「
将
来
ハ
敵
弾
を
味
ひ
諸
士
と
同

伴
せ
ん
こ
と
を
冀
ひ
且
つ
拳
を
固
め
て
諸
士
の
仇

討
と
し
て
露
助
メ
を
大
打
撃
せ
ん
事
を
期
す
」
と

決
意
す
る
の
で
す
。（「
露
助
メ
」
は
差
別
用
語
で

す
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。）

　

橋
本
は
こ
の
手
紙
を
書
い
て
か
ら一ヶ
月
後
の
三
月

三
日
、
野
戦
重
砲
を
操
作
指
示
中
に
敵
の
銃
弾
が

頭
部
を
貫
通
し
、
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

日
露
戦
争
で
は
、
羽
村
か
ら
九
九
名
が
出
征
し
、

そ
の
う
ち
七
名
の
若
く
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
軍
事
郵
便
を
読
み
な
が
ら
、
橋
本
よ
り
三

歳
年
下
の
中
里
介
山
が
、明
治
三
七
年
八
月
に『
平

民
新
聞
』
に
発
表
し
た
反
戦
詩
『
乱
調
激
韵
』
を

思
い
浮
か
べ
る
の
で
す
。

　

介
山
は
田
畑
を
捨
て
て
、
戦
争
に
徴
集
さ
れ
て

ゆ
く
兵
士
が
、
異
郷
で
屍
と
な
る
さ
ま
を
次
の
よ

う
に
詠
っ
て
い
ま
す
。

 

（
第
一
、
二
、
三
聯
省
略
）

　
落
日
斜
な
る
荒
原
の
夕
、

　
満
月
に
横
ふ
伏
屍
を
見
よ
、

　
夕
陽
を
受
け
て
色
暗
澹
。

　
夏
草
の
闇
を
逢
う
て
流
る
ゝ
、

　
其
の
腥
き
人
の
血
を
見
よ
。

　
敵
、味
方
、彼
も
人
な
り
、我
も
人
な
り
。

　
人
、人
を
殺
さ
し
む
る
の
権
威
あ
り
や
。人
、人
を

　
殺
す
べ
き
の
義
務
あ
り
や
。

　
あ
ゝ
言
ふ
こ
と
勿
れ
、

　
国
の
為
な
り
、
君
の
為
な
り
。

《
参
考
図
書
》『
羽
村
町
史
』。『
幾
山
河
』。『
下
田

伊
左
衛
門
文
書
』。『
戦
役
記
念
』。

文
庫
長
だ
よ
り
島
田  

秀
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
い
ね
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ん
ち
ょ
う
げ
き
い
ん

　
　
　
　
　

な
な
め　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ふ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
ん
た
ん

　
　
　
　

な
ま
ぐ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
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和
正
和
尚
日
單

〇
除
夜
の
鐘　

大
晦
日
三
〇
〇
名
を
こ
え
る
人
の

来
山
。
一
年
の
締
め
く
く
り 

12
／
31

〇
羽
村　

大
晦
日
お
手
伝
い
し
て
下
さ
っ
た
妻
の

従
兄
妹
た
ち
と
羽
村
グ
リ
ー
ン
。 

１
／
１

〇
谷
中　

恒
例
の
山
﨑
家
新
年
会
。
受
験
を
控
え

た
親
子
の
み
欠
席
。
総
勢
三
十
一
名
。
お
墓
参

り
と
宴
会
。 

１
／
２

〇
三
島
龍
澤
寺　

恩
師
後
藤
榮
山
老
師
に
新
年
の

ご
挨
拶
。 

１
／
３

〇
愛
犬
さ
く
ら　

夕
刻
突
然
の
逝
去
。
十
歳
。
十

二
月
頭
く
ら
い
か
ら
ヘ
ル
ニ
ア
で
後
ろ
足
が
不

自
由
に
な
り
歩
け
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
…
…

何
が
あ
っ
て
も
穏
や
か
な
さ
く
ら
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
。 

１
／
３

〇
年
始　

父
と
檀
信
徒
総
代
さ
ん
へ
新
年
の
ご
挨

拶
へ
。 

１
／
４

〇
総
代
新
年
会　

お
寺
で
総
代
さ
ん
御
夫
婦
皆
様

と
新
年
会
。
本
堂
で
一
緒
に
お
経
と
お
参
り
。

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

１
／
６

〇
雪
山　

家
族
四
人
で
越
後
湯
沢
へ
。
今
年
は
雪

が
少
な
く
苗
場
ま
で
足
を
延
ば
す
が
、
苗
場
で

も
雨
…
…
。
二
日
目
晴
れ
て
み
ん
な
で
ゴ
ン
ド

ラ
に
乗
る
。 

１
／
７
〜
８

〇
消
防 

出
初
式
前
の
役
員
会
と
最
終
訓
練 
１
／
10

〇
坐
禅
会
写
経
会
始
め　

新
年
一
回
目
の
坐
禅
会

と
写
経
会
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

１
／
11

〇
消
防
出
初
式　

羽
村
第
一
中
学
校
に
て
出
初
式
。

私
は
放
水
隊
の
指
揮
者
。
本
番
は
色
々
起
こ
る
も

良
い
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 １
／
12

〇
土
曜
講
座　

羽
村
出
身
の
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
松
尾
義
之
さ
ん
の
「
日
本
語
の
科
学
が
世

界
を
変
え
る
」
と
、作
家
・
織
田
百
合
子
の
「
令

和
―
―
万
葉
集
と
仙
覚
律
師
」。
私
は
最
澄
伝

教
大
師
の
お
話
し
。 

１
／
18

〇
薬
師
講　

役
員
さ
ん
の
新
年
会
を
お
寺
で
。
本

堂
で
一
緒
に
お
経
。 

１
／
19

〇
書
き
初
め　

毎
月
一
回
の
書
道
教
室
。
一
月
は

書
き
初
め
を
し
て
い
ま
す
。 

１
／
20

〇
消
防　

晩
に
週
末
の
文
化
財
演
習
の
下
見
練
習

を
お
寺
で
。 

１
／
22

〇
幼
稚
園　

幼
稚
園
で
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
が
年
一
回

あ
り
ま
す
。今
回
は
豚
汁
作
り
。持
参
し
た
塩
む
す

び
と
一
緒
に
親
子
み
ん
な
で
お
昼
ご
飯
。 
１
／
24

〇
文
化
財
消
防
演
習　

毎
年
羽
村
で
も
文
化
財
消

防
演
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
宗
禅
寺

が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
署
、
消
防
団
、

自
営
消
防
隊
で
の
放
水
訓
練
。 

１
／
26

〇
詠
歌
講　

お
寺
で
新
年
会
。
皆
さ
ん
ワ
イ
ワ
イ

と
賑
や
か
。 

１
／
28

〇
小
田
原
願
修
寺　

二
月
の
後
藤
榮
山
老
師
を
囲

む
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
小
田
原
で
。 

１
／
29

〇
土
地
境
界
線　

お
寺
が
瑞
穂
町
に
所
有
し
て
い

る
土
地
の
境
界
線
の
確
認
へ
。 

１
／
30

〇
懇
親　

禅
福
寺
に
入
寺
さ
れ
た
田
島
尚
玄
和
尚

夫
妻
と
夫
婦
同
士
で
青
梅
で
会
食
。
妻
か
ら
歓

迎
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

１
／
30

〇
春
の
文
化
展　

第
一
回
実
行
委
員
会
。
今
年
も

特
別
展
は
羽
村
ア
ー
ト
。 

２
／
１

〇
節
分
豆
ま
き
会　

恒
例
の
豆
ま
き
。
子
供
た
ち

百
八
十
人
が
豆
を
撒
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
朝
か

ら
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
薬
師
講
、
サ
ン
ガ
の
会
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
／
３

〇
保
護
司　

霞
が
関
に
あ
る
東
京
保
護
観
察
所
に
て

昨
年
欠
席
し
た
新
任
保
護
司
の
研
修
を
受
講
。
夕

刻
終
わ
って
か
ら
谷
中
の
両
親
と
会
食
。 

２
／
４

〇
西
東
京
臨
済
会  

昭
島
車
屋
に
て
新
年
総
会
。

 

２
／
６

〇
松
榮
会　

浅
草
の
海
禅
寺
に
て
後
藤
榮
山
老
師
を

囲
む
会
。龍
澤
寺
で
の
教
え
子
二
十
一
人
集
ま
る
。

老
師
は
今
年
卒
寿
。ま
す
ま
す
元
気
。 

２
／
７
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令
和
二
年
は
薬
師
講
中
の
お
力
添
え
で
、
四
百

人
近
い
方
の
除
夜
の
鐘
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

●
十
二
月
の
来
山
者
の
合
計
は
二
二
二
〇
人
。昨
年

は一
年
間
で
二
万
ニ
千
人
の
ご
来
山
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。お
い
で
い
た
だ
い
た
方
と
、良
い
ご
縁
を
結
び

た
い
で
す
。

〇
最
近
は
朝
起
き
て
、足・手・ス
ク
ワ
ッ
ト・腹
筋・腕

立
て
を
各
五
十
回
。剃
髪
を
し
て
本
堂
で
お
経
、コ

ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
新
聞・日
単
、毎
日
の
勉
強
、薬
師

堂・外
諷
経
、朝
の
勉
強
、ス
カ
ー
レ
ッ
ト
、朝
食
と
い

う
生
活
。体
調
管
理
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、掃
除

で
す
。日
課
と
な
り
ま
し
た
。

〇
箱
根
駅
伝
を
見
な
が
ら
節
分
帳
面
作
り
、
淑
子

さ
ん
風
邪
で
ダ
ウ
ン
。 

１
／
２

〇
愛
犬
・
サ
ク
ラ
亡
く
な
る
。
埋
葬
儀
。 
１
／
３

〇
総
代
さ
ん
方
、
節
分
世
話
人
へ
お
年
始 
１
／
４

〇
土
曜
講
座
案
内
状
発
送
。
二
二
四
通
。 
１
／
５

〇
総
代
さ
ん
方
ご
夫
婦
、
谷
中
和
正
父
母
、
彭
丹

さ
ん
。
本
堂
で
お
経
、
そ
し
て
新
年
会
。 
１
／
６

〇
東
京
国
立
博
物
館
で
建
長
寺
開
山
様
、
蘭
渓
道

隆
和
尚
様
、
頂
相
彫
刻
に
相
見
。 

１
／
10

〇
鎌
倉
禅
研
究
会
案
内
状
発
送
四
三
〇
通 
１
／
11

〇
坐
禅
会
十
六
人
、
朝
粥
坐
禅
会
十
五
人
、
写
経

会
二
十
六
人
、
木
彫
教
室
八
人
、
各
会
一
斉
に

始
ま
る
。 

１
／
11
〜
12

〇
大
鑑
清
規
を
読
む
会
。
円
覚
寺
伝
宗
庵
。 １
／
15

〇
第
四
十
回
土
曜
講
座
。
松
尾
義
之
さ
ん
（
日
本

語
の
科
学
）、
織
田
百
合
子
さ
ん
（
万
葉
集
と

仙
覚
律
師
）、
悪
天
候
の
中
五
十
人
。 

１
／
18

〇
稲
門
会
役
員
、
御
嶽
神
社
で
新
年
祈
願
、
う
つ

ぼ
で
新
年
会
。
五
時
寺
、
薬
師
講
新
年
会
。
本

堂
で
全
員
で
お
経
、
焼
香
、
挨
拶
。 

１
／
19

〇
新
町
魚
双
井
上
夫
妻
来
山
。
雨
倉
水
道
屋
さ
ん

夫
妻
を
招
い
て
食
事
会
。 

１
／
20

〇
福
生
母
の
会
五
十
周
年
記
念
で
お
話
し
（
よ
り

そ
う
心
）
聴
衆
一
二
〇
人
。 

１
／
22

〇
鎌
倉
稲
門
会　

井
上
・
益
岡
さ
ん
来
山 
１
／
23

〇
上
野
宋
雲
院　

佐
々
木
閑
先
生
講
座 

１
／
24

〇
鎌
倉
市
制
八
十
周
年
記
念
隈
研
吾
さ
ん
講
演
を

拝
聴
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
出
席
。 

１
／
25

〇
阿
蘇
神
社
宮
川
宮
司
死
去
。
寺
子
屋
委
員
会
勉

強
会
と
新
年
会
。 

１
／
26

正
俊
閑
栖
未
完
成
日
記

〇
土
曜
講
座　

宗
禅
寺
涅
槃
会
。
二
月
十
五
日
は

お
釈
迦
様
の
ご
命
日
で
す
。
信
州
長
谷
観
音
寺

庭
さ
ん
岡
澤
恭
子
先
生
に
よ
る
涅
槃
図
の
絵
解

き
と
、
檀
信
徒
太
田
博
子
先
生
に
よ
る
ハ
ー
プ

の
生
演
奏
。
み
ん
な
で
御
詠
歌
と
お
経
。 ２
／
８

〇
書
道
教
室　

月
一
回
の
練
習
。 

２
／
10

〇
立
川
普
濟
寺　

弓
場
重
弘
和
尚
様
の
奥
様
の
お

通
夜
へ
。
急
な
御
訃
報
。 

２
／
11

〇
消
防　

一
班
の
訓
練
。
耐
火
服
、
投
光
機
、
折

り
島
田
ホ
ー
ス
。 

２
／
13

〇
山
梨　

龍
澤
時
代
一
緒
に
過
ご
し
た
小
島
大
啓

和
尚
を
訪
問
。 

２
／
18

〇
保
護
司　

立
川
に
て
保
護
司
の
研
修
。 
２
／
27

〇
建
長
寺　

土
曜
法
話
。
三
門
下
で
午
前
、
午
後

と
お
話
し
。 

２
／
29

〇
春
の
文
化
展　

お
寺
で
第
二
回
実
行
委
員
会
。 

 

３
／
１

〇
震
災
復
興
祈
願
写
経
と
托
鉢　

近
隣
の
和
尚
さ

ん
が
集
ま
っ
て
羽
村
を
托
鉢
の
予
定
で
し
た
が
、コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
中
止
。宗
禅
寺
で
は
写
経
会

の
方
々
で
供
養
法
要
を
し
ま
し
た
。 

３
／
11
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〇
ご
詠
歌
講　

練
習
後
、
新
年
会
。 

１
／
28

〇
福
生
警
察
へ
。
運
転
経
歴
証
明
書
を
も
ら
う

 

１
／
29

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

小
川
隆
先
生
（
禅
の
問
答
）、

横
田
南
嶺
老
師
（
怨
親
平
等
の
世
界
）
い
つ
も

丁
寧
で
説
得
力
の
あ
る
お
話
あ
り
が
た
い
で
す
。

円
覚
寺
百
人 

１
／
30

●
一
月
の
来
山
者
一
六
四
〇
人
で
し
た
。

〇
文
化
展
実
行
委
員
会
。
三
十
人
出
席
。 
２
／
１

〇
朝
粥
坐
禅
会
十
九
人
の
満
衆
。 

２
／
２

〇
節
分　

九
時
女
性
手
伝
い
集
合
二
十
五
人
。
十

時
薬
師
講
集
合
四
十
人
超
。
料
理
、
設
営
、
四

時
法
要
、か
っ
ぽ
れ
、豆
ま
き
。
小
さ
い
子
多
し
。

七
時
祝
宴
。
八
時
半
終
了
。
今
年
の
参
加
者
、

平
日
な
の
で
三
百
人
く
ら
い
か
。 

２
／
３

〇
節
分
片
付
け
。
鎌
倉
塾
・
点
心
庵
で
、
野
口
実

さ
ん
の
お
話
し
。
終
って
鎌
倉
美
学
へ
。 

２
／
４

〇
大
鑑
清
規
を
読
む
会
伝
宗
庵
。
十
二
時 
２
／
５

〇
東
京
都
庁
へ
宗
禅
寺
規
則
の
変
更
手
続
き
の
相

談
に
行
く
。
西
東
京
臨
済
会
の
新
年
総
会
で
昭

島
車
屋
へ
。
二
十
四
人
の
出
席
。 

２
／
６

〇
福
生
幸
楽
園
で
Ｊ
Ｃ
歴
代
理
事
長
会 

２
／
７

〇
土
曜
講
座　

お
釈
迦
様
の
涅
槃
会
（
二
月
十
五

日
が
御
命
日
で
す
）。
ご
詠
歌
の
奉
詠
、
和
正

和
尚
の
法
話
、。
昨
年
に
引
き
続
き
長
野
県
長

谷
寺
・
岡
澤
恭
子
さ
ん
の
お
絵
解
き
講
座
。
そ

し
て
羽
村
在
住
の
檀
家
、
太
田
博
子
さ
ん
の
ハ

ー
プ
演
奏
。
七
十
人
の
聴
衆
、
話
し
に
音
に
大

法
悦
。
来
年
も
。 

２
／
８

〇
中
根
康
雄
さ
ん
私
製「
終
戦
秘
話
」持
参
。 ２
／
９

〇
岩
波
ホ
ー
ル
で
「
巡
礼
の
約
束
」
を
見
、
日
本

橋
三
越
で
奥
西
賀
男
展
へ
。 

２
／
10

〇
建
長
寺　

未
来
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
川
義

秋
・
琴
、
東
儀
雅
美
・
九
十
九
さ
ん
の
雅
楽
（
お

施
餓
鬼
に
来
山
し
ま
す
）。
立
川
心
源
庵
寺
庭
・

弓
場
弘
子
さ
ん
の
通
夜
式
へ
。 

２
／
11

〇
京
都
・
禅
文
化
研
究
所
へ
彭
丹
先
生
の
『
蘭
渓

語
録
』
翻
訳
本
の
最
終
打
合
せ
。
次
に
花
園
大

学
で
鵜
飼
・
薄
井
先
生
の
講
演
拝
聴
。 
２
／
14

〇
星
野
造
園　

寺
の
大
銀
杏
の
枝
抜
き
。
高
い
所

を
自
在
に
お
見
事
。
今
日
は
涅
槃
会
。
子
供
坐

禅
会
に
久
し
ぶ
り
に
ご
家
族
来
山 

２
／
15

〇
鎌
倉
春
秋　

伊
藤
玄
二
郎
さ
ん
、
神
奈
川
文
化

賞
授
賞
祝
賀
会
、
横
浜
シ
ェ
ラ
ト
ン
。 
２
／
16

〇
湯
島
麟
祥
院
で
小
川
隆
先
生
臨
済
録
講
義
。
七

十
四
歳
の
誕
生
日
。
家
族
で
お
祝
い 

２
／
17

〇
丸
和
育
英
会
よ
り
二
十
六
日
の
講
演
が
コ
ロ
ナ

の
た
め
延
期
の
連
絡
。
葉
山
稲
穂
で
稲
毛
・
渡

部
さ
ん
と
会
食
。
美
味
。 

２
／
19

〇
写
経
の
会
十
八
人
。
健
康
体
操
十
人 

２
／
21

〇
鎌
倉
て
ら
こ
や　

寺
ネ
ッ
ト
の
総
会
で
、仁
和
寺
へ
。

会
議・懇
親
。翌
朝
金
堂
で
朝
の
お
経
。吉
田
総
長

さ
ん
の
法
話
。朝
食
後
、諸
堂
案
内
。後
、妙
心
寺

か
ら
北
野
天
満
宮
、南
禅
寺
会
館
泊
。建
仁
寺
坂

井
田
さ
ん
と
会
食
。二
十
四
日
朝
、南
禅
僧
堂
日

下
老
師
と
相
見
。十
時
半
建
仁
僧
堂
、三
好
通
弘

さ
ん
の
墓
経
、湊
素
堂
老
師
の
報
恩
諷
経
、小
堀

管
長
さ
ん
と
丸
山
で
会
食
六
人
。二
泊
三
日
の
京

都
、久
し
ぶ
り
に
京
都
を
満
喫
。 

２
／
22
〜
24

〇
こ
の
処
、減
量
に
取
り
組
む
。六
十
キ
ロ
台
目
前
。

青
梅
玉
泉
寺
北
村
住
職
見
舞
。 

２
／
25

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

コ
ロ
ナ
が
気
に
な
る
が
、
開

催
。
舘
隆
志（
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
）、ト
ー
マ
ス
・

カ
ー
シ
ュ
ナ
ー（
禅
僧
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
）

四
十
人
の
参
加
。
あ
り
が
た
い
。 

２
／
27

〇
日
本
橋
一
番
星
画
廊
「
よ
い
の
明
星
展
」
へ
。

新
橋
維
新
号
で
星
政
伸
さ
ん
偲
ぶ
会
。 
２
／
29

●
二
月
の
来
山
者
は
一
四
二
〇
人
で
し
た
。
昨
年

よ
り
四
百
人
減
で
し
た
。

●
毎
月
の
定
例
行
事
、
坐
禅
会
、
写
経
会
、
ご
詠
歌
、

木
彫
教
室
、
う
ど
ん
教
室
、
俳
句
、
尺
八
、
健

康
体
操
、
着
実
に
生
き
生
き
と
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
薬
師
講
、
護
持
会
、
サ
ン
ガ
の
会
も
強
力

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
寺
の
活
動
に
参
加

し
て
パ
ワ
ー
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



そ う ぜ ん じ 便 り（９）

「
お
ー
い
！ 
て
え
へ
ん
だ
ぁ
ー
！ 

多
摩
川
が
暴
れ
出
し
た
ー
。」

「
水
が
襲
って
く
る
ぞ
ー
。
早
く
高
台
へ
逃
げ
ろ
ー
。」

天
正
十
一
年
（
一五
八
三
年
）
二
百
十
日
、
多
摩
川
は
台

風
の
大
雨
に
よ
り
未
曾
有
の
大
洪
水
と
な
っ
た
。

「
と
め
ー
、つ
ね
ー
、
走
れ
ー
、
も
た
も
た
す
ん
じ
ゃ
ね
え
。」

「
振
り
向
く
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
前
だ
け
見
て
走
る
ん
だ
。」

「
お
前
さ
ー
ん
」「
父
ち
ゃ
ー
ん
」

「
よ
ぉ
ー
し
、
こ
こ
ま
で
来
り
ゃ
あ
、
も
う
で
え
じ
ょ
う
ぶ
だ
。」

死
に
物
狂
い
に
走
り
に
走
っ
て
、
茂
吉
親
子
が
高
台
に
登

っ
た
時
、眼
下
で
は
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
人
々
が
次
々

に
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
いっ
た
。
戸
板
に
つ
か
ま
っ
た
り
、

な
ん
か
わ
か
ん
ね
え
が
浮
い
て
い
る
物
に
つ
か
ま
っ
て
必
死

に
助
け
を
呼
ん
で
い
る
ん
だ
が
、
み
ん
な
力
尽
き
て
泥
水

の
中
に
沈
ん
で
い
く
。

　

見
る
と
川
上
か
ら
大
き
な
欅
が一
本
流
れ
て
来
た
。
そ
の

欅
に
は
十
数
人
の
老
若
男
女
が
必
死
に
し
が
み
つい
て
い
た
。

「
助
け
て
く
れ
ー
」「
助
け
て
ー
」
と
口
々
に
救
い
を
求
め

る
が
、
逆
巻
く
濁
流
に
高
台
の
村
人
達
も
、
あ
れ
よ
あ

れ
よ
見
送
る
だ
け
で
手
の
施
す
術
も
な
く
、「
が
ん
ば
れ

ぇ
」「
し
っ
か
り
つ
か
ま
って
ろ
ー
」
と
呼
び
か
け
る
の
だ
が
、

櫛
の
歯
が
欠
け
る
よ
う
に一
人
ま
た
一
人
と
濁
流
の
中
へ
姿

を
消
し
て
いっ
た
。

　

地
獄
を
目
の
当
た
り
に
し
た
高
台
の
村
人
た
ち
は
、

身
を
寄
せ
合
い
労
り
合
って
こ
の
災
害
を
乗
り
越
え
た
。

　

や
が
て
夜
が
明
け
、
さ
し
も
の
大
洪
水
も
お
さ
ま
り

を
見
せ
、
少
し
ず
つ
水
が
引
い
て
いっ
た
。
多
摩
川
の
水
は

ま
だ
泥
色
に
濁
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
流
れ
は
緩
く
な
り
、

姿
を
見
せ
た
川
岸
に
流
木
や
岩
な
ど
が
漂
着
し
て
い
た
。

　

茂
吉
は
そ
の
中
に
あ
の
欅
の
大
木
を
認
め
た
。

「
留
吉
や
、
こ
の
欅
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
人
た
ち
は
ど
ん
な
に

か
く
や
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
よ
。
ま
だ
魂
が
水
の
中
を
さ

迷
って
い
る
に
ち
げ
え
ね
え
。
供
養
し
て
や
ら
な
き
ゃ
な
ぁ
」

と
茂
吉
は
ひ
と
り
言
を
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
息
子
に
話
し
か

け
た
。

　

そ
の
日
か
ら
茂
吉
は
水
死
し
た
人
た
ち
へ
の
菩
提
供
養

の
た
め
、
あ
の
欅
に
薬
師
尊
像
を
彫
り
始
め
た
。

　

仏
を
彫
る
茂
吉
の
姿
は
村
人
の
心
を
打
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
いつ
の
ま
に
か
大
勢
の
人
た
ち
が
手
を
貸
し
て
い
た
。

天
正
十
一年
、そ
り
ゃ
あ
も
う
日
本
中
が
大
混
乱
し
て
い
た
。

な
ん
せ
そ
の
前
年

「
時
は
天
正
の
十
年
六
月
二
日
の
朝
ま
だ
き
…
…

朝
霧
朦
朧
と
し
て
霞
の
如
く
。
晴
れ
間
晴
れ
間
の
そ
の
中

に
水
色
に
白
く
桔
梗
の
紋
打
っ
た
る
旗
数
十
流
れ
旋
れ
、

金
相
良
笠
猩
々
緋
長
幡
連
の
馬
印
、
雲
霞
の
如
く
押
し

寄
せ
来
た
っ
た
り
―
…
…
」

天
下
取
り
に
王
手
を
か
け
た
織
田
信
長
が
本
能
寺
で
明
智

光
秀
に
殺
さ
れ
ち
ま
っ
た
。
信
長
の
跡
目
を
め
ぐ
っ
て
戦
ま

た
戦
。
秀
吉
が
目
の
色
を
変
え
て
突
っ
走
って
い
た
―
…
…
。

　
一
方
武
州
の
川
崎
村
で
は
、
村
人
た
ち
が
あ
の
大
﨔
で

大
望
の
薬
師
堂
を
建
立
し
た
。
そ
し
て
、
茂
吉
が
一
心
に

彫
ん
だ
薬
師
如
来
像
が
、
日
光
菩
薩
と
月
光
菩
薩
の
脇

侍
と
供
に
安
置
さ
れ
た
ん
だ
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
少
々
薬
師
信
仰
に
つ
い
て
勉
強
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

※
薬
師
信
仰
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
、
七
世
紀
前
半
、

聖
徳
太
子
の
頃
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

薬
師
如
来
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
の
10
倍
に
等
し
い

仏
国
土
を
越
え
た
彼
方
東
方
の
浄
瑠
璃
世
界
の
主
尊
で
、

ま
だ
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
、
十
二
の
大
願
を
立
て
て
衆
生

救
済
を
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
難
病
は
、

薬
師
如
来
の
名
を
聞
き
唱
え
る
こ
と
で
除
去
さ
れ
、
お

薬
師
様
へ
の
信
仰
に
よ
り
九
種
の
不
慮
の
死
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
法
隆
寺
創
建
の
本
尊
は
薬
師
如
来

で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
天
武
天
皇
は
皇
后
鸕
野
賛
良
皇
女
（
う
の
さ
ら

ら
ひ
め
み
こ
・
の
ち
の
持
統
天
皇
）
の
病
気
平
癒
を
祈
り
、

六
八
〇
年
（
6
8
0
年
）、
薬
師
寺
の
建
立
を
発
願
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

日
本
伝
来
当
初
か
ら
茂
吉
が
仏
像
を
彫
む
ま
で
に
は
、

約
一
千
年
の
時
が
流
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
に
薬
師
信

仰
は
治
病
延
命
の
功
徳
だ
け
で
は
な
く
、
死
者
の
霊
を

鎮
め
る
こ
と
に
よ
って
人
々
に
幸
い
を
も
た
ら
す
機
能
を
有

し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
薬
師
様
が
仏
に
も
神
に
も
な
り

え
て
、精
霊
信
仰
や
神
格
化
し
た
山
の
神
、水
の
神
、海
神
、

風
神
な
ど
の
日
本
古
来
か
ら
の
民
間
信
仰
と
同
化
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
世
利
益
的
な
薬
師
信
仰
は
、
人
々
に
は
わ
か
り
や

す
く
、
あ
り
が
た
み
が
大
き
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

薬
師
如
来
の
真
言
「
オ
ン
コ
ロ
コ
ロ
セ
ン
ダ
リ
マ
ト
ウ
ギ
ソ

ワ
カ
」「
オ
ン
コ
ロ
コ
ロ
セ
ン
ダ
リ
マ
ト
ウ
ギ
ソ
ワ
カ
」と
唱
え
て
、

茂
吉
か
ら
留
吉
へ
、
そ
し
て
そ
の
子
へ
孫
へ
信
仰
は
繋
が
れ

て
いっ
た
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
わ

　
　
　
　
　
　

し
ょ
う
じ
ょ
う
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い
が
ん　
　
　
　

し
ゅ
じ
ょ
う

き
ゅ
う
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
つ
が
ん

　
　
　
　
　

り
や
く

講
談
・
宗
禅
寺
一
本
木
堂
薬
師
縁
起
（
上
）

講
談
・
宗
禅
寺
一
本
木
堂
薬
師
縁
起
（
上
）

　
こ
の
講
談
は
本
名
菊
地
洋
子
さ
ん
が
、
正
俊
和
尚
の
依
頼
を

う
け
、
川
崎
の
歴
史
や
宗
禅
寺
の
伝
承
を
元
に
創
作
し
て
下
さ

っ
た
も
の
で
す
。

　
菊
池
さ
ん
は
、
愛
知
県
瀬
戸
市
の
御
出
身
で
東
京
都
の
小
学

校
の
教
員
を
三
十
五
年
間
、
お
つ
と
め
に
な
り
、
現
在
は
退
職

さ
れ
て
、
青
梅
に
お
住
ま
い
で
す
。
後
編
は
お
盆
号
に
掲
載
し

ま
す
。
十
月
三
日
の
薬
師
大
祭
に
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

講
談
師　
菊
地  

玉
雲 

作



　

正
俊
和
尚
主
管
の
鎌
倉
建
長
寺
の
聴
講
会
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。入
山
料
と
資
料
代

各
五
〇
〇
円
、予
約
不
要
。十
三
時
〜
十
六
時
半

◆
第
百
六
十
三
回
　
三
月
二
十
六
日（
木
）

　

法
政
大
学
講
師 
彭 
丹
先
生
の「
建
長
寺
第
二

世 

兀
庵
普
寧
の
語
録
を
読
む
」と
元
金
沢
文
庫
長 

高
橋
秀
栄
先
生
の「
栄
西
の『
興
禅
護
国
論
』の
禅
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
為
、中
止
と
い
た
し
ま
す
。

◆
第
百
六
十
四
回
　
四
月
十
六
日（
木
）

・
「
坐
禅
儀
」
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　

金
沢
文
庫
学
芸
員　

道
津　

綾
乃　

先
生

・
『
中
世
鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
出
版
し
て

　
　
　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教
授　

高
橋　

慎
一
朗　

先
生

◆
第
百
六
十
五
回
　
五
月
十
四
日（
木
）

・
大
徳
寺
伝
来　

五
百
羅
漢
図
の
世
界

金
沢
文
庫
学
芸
員　

梅
沢　

惠　

先
生

・
蒙
古
襲
来
時
の
鎌
倉
仏
教

　

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
准
教
授　
　

高
橋　

悠
介　

先
生

◆
第
百
六
十
六
回
　
六
月
十
一
日（
木
）

・
建
長
寺
第
二
世　

兀
庵
普
寧
の
語
録
を
読
む
１

法
政
大
学
講
師　

彭　

丹　

先
生

・
将
来
の
鎌
倉
観
光 

―
文
化
財
公
開
の
視
点
か
ら
―

東
京
国
立
博
物
館　

浅
見　

龍
介　

先
生

◆
第
百
六
十
七
回
　
七
月
九
日（
木
）

・
佐
賀
県
に
残
る
臨
済
禅・日
蓮・八
幡・時
頼
伝
説

建
長
寺
調
査
員　

鈴
木　

佐　

先
生

・
鎌
倉
期
肥
後
国
に
於
け
る
禅
信
仰

熊
本
中
世
史
研
究
会
幹
事　

青
木　

勝
士　

先
生

　

檀
家
さ
ん
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
出
席
で

き
ま
す
。
お
寺
で
学
び
を
し
ま
せ
ん
か
。
予
約

不
要
、
お
茶
代
三
〇
〇
円
。

◆
第
四
十
四
回
　
四
月
二
十
五
日（
土
）  

十
三
時
〜
十
六
時

　

中
里
介
山
忌
に
寄
せ
て

・
法
要　

全
員
で
お
経
を
唱
え
ま
す
。

・
仏
教
講
座　
　
　
　
　
　

  

住
職　

高
井
和
正

　
　

「
日
本
仏
教
史
そ
の
７ 

―
神
仏
習
合
―
」

・
講
談
「
大
菩
薩
峠
」
を
語
る

講
談
師　

菊
地
玉
雲
さ
ん

・「
中
里
介
山
を
学
ぶ
」

　

宗
禅
寺
文
庫
長　

島
田
秀
男　

先
生

◆
第
四
十
五
回
　
五
月
十
六
日（
土
）  

十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座　
　
　
　
　
　

  

住
職　

高
井
和
正

　
　

「
日
本
仏
教
史
そ
の
８ 

―
末
法
と
浄
土
―
」

・
映
画
「
み
ん
な
の
憲
法
」
を
見
る

憲
法
を
勉
強
す
る
会　

羽
村
幸
子
さ
ん

・「
五
日
市
憲
法
」
を
語
る

　

高
麗
博
物
館
館
長　

新
井
勝
紘
先
生

◆
第
四
十
六
回
　
六
月
二
十
日（
土
）  

十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座　
　
　
　
　
　

  

住
職　

高
井
和
正

　
　

「
日
本
仏
教
史
そ
の
９ 
―
法
然
―
」

・
お
か
い
こ
さ
ん
（
養
蚕
）
と
永
昌
院

福
生
市　

永
昌
院
住
職　

桑
林
茂
雄
師

・
世
界
を
広
げ
る
新
聞
の
力

N
I
E　

企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー　
　
　
　

　

鹿
野
川
喜
代
美
さ
ん

※
土
曜
日
、
お
時
間
の
あ
る
方
々
は
是
非
お
出
か

け
下
さ
い
。

公
開
講
座
・
鎌
倉
禅
研
究
会

公
開
講
座
・
鎌
倉
禅
研
究
会

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

そ う ぜ ん じ 便 り （10）

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

宗
禅
寺
毎
月
の
活
動

●朝粥坐禅会……

●土曜坐禅会……

●彼岸早朝坐禅会……
●土 曜 講 座……

●写　経　会……
●御　詠　歌……
●手打うどん教室……
●木 彫 教 室……

●俳 句 教 室……
●尺八吹禅の会……

●健康体操の集い……

毎月第一日曜日　朝6時～8時半　月の始まりに坐禅。坐禅後、禅の作法で
おかゆをいただきます　4/5  5/3  6/7  7/5
毎週土曜日　子供：18時～19時　大人：19時半～21時
繰り返し繰り返し深い呼吸を。イス坐禅もあります
彼岸中毎朝6時～7時（3月17日～23日）  朝の新鮮な空気を味わいましょう
毎月一回の勉強会。13時～16時 地域文化の共有と創造を目指し、地域伝統を
後世に。  4/25  5/16  6/20  7/18
毎月1日、11日、21日、13時～15時　般若心経の写経をしています。支度、片付けは全員で。
毎月第1・3火曜日　1時半～3時　指導：高井淑子
現在２クラス開講中。 月一回。 講師：「一作」島田辰夫先生
毎月第1・第3土曜日 （変更の場合がありますので、 お寺までお問い合せ下さい。）
13時～16時まで　講師：新井達矢先生　場所：宗禅寺禅センター　
仏像や能面を自分で彫ってみませんか。 月謝5000円（道具、材料費は要別途）
毎月1回、適宜。 問い合せ先：中野つたえ　☎554－2444
毎月第1、第3月曜　夜7時半～9時頃
坐禅15分、 練習60分、 問い合せ：坂井陵童  ☎554－3273
毎週木・金曜日14時～16時　直接、禅センターにお越し下さい。　予約不要

○女性サンガの会・薬師講・寺子屋委員会・護持会　――活動中です――
○宗禅寺禅センターをお使い下さい。

―
寺
は
学
び
舎
―


